
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

概要 ： アメリカは「９・１１」以後、合衆国国内の安全保障が世界規模の国際テロリズムとの 

戦いに密接に関連するとの国際認識を基に、「悪の枢軸」を仮想敵として、自由主義の普遍 

的拡大を安全保障上の戦略とするようになった。この結果、湾岸地域のアフガン、イラク 

と反国際テロリズム戦争を展開したが、その戦争はなお収束の段階に至らず、イラク情勢、 

パレスチナ情勢は不穏な状態が続いている。その一方でやはり「悪の枢軸」の一翼を担う 

朝鮮民主主義共和国も、核兵器開発を公言し、東アジア地域に安全保障上の問題を投げか 

けている。北京で開催される「六カ国協議」も容易に朝鮮半島問題を解決できず、日本の 

提起する「拉致問題」もあって難航を繰り返している。こうした国際情勢を中国はどのよ 

うに認識しているか、またどのような外交戦略を持って臨もうとしているかを問う。 
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